
⾊が濃い
||

直近に変更
信憑性は薄いことに

背景⾊が薄い(透明)
||

⻑く持続
信憑性は⾼いことに

図3.�視覚的表⽰のイメージ

Wikipedia記事における内容の信憑性を
数値化するツールの作成：

最適化された⾼速なオンラインアルゴリズムに向けて

 このアルゴリズムによって出され
た評価の例を右に表⽰する。これは
適当なWikipediaのページに対して
評価を計算したものである。透明に
書かれているところはページが作成
された時に⼀番最初に書かれた⽂章
である。その後、⼆番⽬の⽂章が追
加されている。この⽂章では“Its”が
⼀番濃く現れているが、これはこの
単語が⼀番最近に編集されたもので
あることが⽰されている。これ
は“Itʼs”という誤植を直したために⽣
まれたものであるが、残されている
時間を測るということが機能してい
ることがわかる。
 この視覚的表⽰は、ChromeのExtensionを⽤いて作成した。Wikipediaの
HTMLの構造を解析して、本来⼀つのnodeである⽂章を単語ごとに分割し、固有の
タグを与えている。分割する基準はスペースであり、カンマやピリオドなど不必要
なところは分割しない。またanchorも⼀つのまとまりとして捉え、分割を⾏ってい
ない。任意のWikipedia(英語版)のページを開くと⾃動的に解析を開始し、その結果
は数⼗秒程度で視覚的に表⽰される。
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研究概要(要旨)
 Wikipediaはその知名度と規模に反して、誤情報の存在などを理由に公の場では情
報源として活⽤されることが少ない。信憑性を細分化して評価する先⾏研究も存在す
るが、膨⼤なデータを事前に処理することを求めるオフラインアルゴリズムで構築さ
れている。そのため本研究では、Wikipedia(英語版)において記事を単語レベルに細
分化し、逐次処理のオンラインアルゴリズムを⽤いて編集履歴からの差分追跡を⾏
い、⾼速に単語ごとの情報の信憑性を評価し、それを視覚化することを⽬標とする。

研究の背景・⽬的
 Wikipediaは過度に信頼されることがある
⼀⽅で、学術的にはほとんど無意味なものと
して扱われている。信頼に値する情報とそう
でない情報を明確に区別することで、
Wikipediaを有効な情報源として活⽤できる
ようにすることが⽬的である。
 まず、先⾏研究における評価の仕⽅の概要
を説明する。Wikipediaではそれぞれのペー
ジについて編集履歴を⾒ることができる。こ
れを使うことによって何回の編集を単語・⽂
章が経験し、その編集によって変えられてい
ないかがわかる。単語・⽂章がページが何回
も編集されている間変わらなかったというこ
とは、そのページを編集した⼈がその内容を
⾒て問題ないと判断したということである。

今後の展望
 まず次にやるべきことは、このアルゴリズムの精度を評価する⽅法である。これ
は先⾏研究ですでに確⽴されているのですぐできるはずである。今後はそれを⽤い
て精度を⾼く信憑性を評価する⽅法を複数考えていきたい。例えば現在は単語がど
のくらいの時間残っていたかだけを元にして評価しているが、先⾏研究でも⾏われ
ているようにその単語を編集したユーザー、またユーザーがどこを編集しているか
などの複雑な⼿法を使⽤していきたい。
 また、アルゴリズムと視覚的表現の整合性を向上させたい。現状では表が挿⼊さ
れているなどの特殊な条件下で分析と視覚的表⽰にずれが⽣じていることから、実
⽤性を向上させるためにも整合性を保てるようにしていきたい。
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研究の⽅法
 上で⽰した⽅法をページの履歴を取得しながらできるように簡略化したものを実装
すれば良いと考えた。先⾏研究ではどのエディターが⽂章を編集したか、またどこを
編集したかなどの情報も考えて最終的な評価を出しているが、研究の第⼀段階として
はできる限り簡略化した評価の⽅法、すなわち単語がどのくらいの回数の編集を通し
て残っているかということのみを計算することを考える。今後はこの⽅法に少しずつ
変化を加えていくことでより先⾏研究に近いもしくはより精度の⾼い⽅法を⾒つける
ことを考える。本研究はオンラインアルゴリズムをオフラインにしているため、この
オンラインアルゴリズムがオフラインアルゴリズムと同じくらいの精度を出すために
はどのくらい時間がかかるのか、オンラインアルゴリズムによる⾼速化を図ることに
よって評価できる。

 右のフローチャートは現段階の研究で作成
したコードを表したものである。まずこのプ
ログラムは取得した古い版と現在の版にある
単語をそれぞれマッチさせ、昔の版にあった
単語のうちどれが今もあるかを追跡してい
る。これは先⾏研究でも使われていた、W.
Tichyが開発したマッチングの⽅法を活⽤し
ている。このプログラムではこの⼿法を⽤
い、できるだけマッチした単語同⼠を昔の版
で繋がっているところは現在の版でも繋がる
ようにマッチさせている。これを⾏うことで
⽂章単位でページの内容をマッチさせること
ができ、頻出する単語、例えば”is”や“the”な
どが異常に⾼い評価を得ないようにしてい
る。それによって現在の版にある単語のう
ち、昔の版とマッチされたものが昔もあった
と認識され、ページの計算が終わるごとにユ
ーザーに表⽰される評価を変更する。

図2.�アルゴリズムのフローチャート

 このプログラムはこのページのマッチなどを計算する作業をWikipediaからページ
を取得している間に⾏っている。履歴の取得はインターネットを通じて⾏われるため
⾮常に遅いので、評価の計算と同時にやることで表⽰させるのにかかる時間を削減す
ることに成功している。ユーザーに表⽰される評価はページに残っている時間から計
算されたその情報が正しい確率である。これはある情報が間違っている時に取り除か
れる確率が⼀定だと仮定し、指数関数の形で表される。

これまでの研究成果

Wikipediaのエディターは基本ボランティアで活動しているため、⼤半は悪い意図を持
って編集しているわけではないと考えられるので、⻑い間残っている単語は信⽤できる
と判断可能である。この編集履歴を踏まえ、単語・⽂章がどのくらいの期間残っている
かを考えるのが先⾏研究における評価の主軸である。
 先⾏研究の⼿法ではWikipediaから記事の情報全てを予め取得することが必要である
(これをオフラインアルゴリズムという)ため時間がかかることがある。本研究に於いて
は、情報を逐次取得する度に評価を更新するような処理速度の速いアルゴリズム（オン
ラインアルゴリズム）を作成し、それを視覚化することによって研究⽬的を達成する。

図1.�編集履歴の画⾯表⽰
箇条書きの⼀つ⼀つが、過去の版を⽰している。
更新⽇、著者、容量の順に記載されている。
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評価
 オンラインアルゴリズムの評価
としてはどのくらいの速度で真の
値に近づくのかを検証した。ラン
ダムなWikipediaのページ100個
に対して実験した結果が図4であ
る。およそ100回の編集で誤差が
無視できるようになり、これは取
得に４秒程度かかるので⾮常に現
実的だと⾔える。また、アメリカ
合衆国などの巨⼤なページでは履

Your�paragraph�text

Your�paragraph�text

歴が50000以上ある(2024年現在)ため最⼤500倍ほどの⾼速化になり得る。

図4.�評価に使ったページ数と評価の誤差

ページ数
(pages)

評
価
の
誤
差

(正
し
い
確
率
と
の
差
)


